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Ⅰ はじめに 

 

このカルテは、社会保障・人口問題研究所の人口予測をベースとして、現在の傾向が継続した場合に、

2040 年に、産業、保育、教育、医療、介護がどのような状況になるかについて、シミュレーションした

結果を示しています。 

この結果は、現在の傾向を政策によって変えることができれば変化します。 
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Ⅱ 未来シミュレーターの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2015 年に 15-19 歳と 20-24 歳がどの産業を選んで

いるのか、ある産業の 5 歳ごとの就業者数が 5 年後

にどのように増減しているのか（2000 年-2005 年、

2005 年-2010 年、2010 年-2015 年の増減率の平均）

の二つを固定して予測しました。その際に、年齢階級

ごとの働いている人の比率と、市外から働きに来る

人・市外へ働きに出る人の比率も 2015 年のまま変わ

らないこととしました。 

 

  

  

 

 

 

 

保育・教育・介護・医療の対象となる年

齢区分から、どれくらいの生徒・児童・患

者・要介護者がいるかを予測しました。 

産業分類ごとの就業者予測から、保育士・

教師・介護士・医師の数を予測しました。

病院のベッド数・介護関係施設の数は今の

ままと考えました。 

ギャップ 

世帯数あたりの人数を固定して将来の世

帯数を予測しました。 
５年ごとに行われている土地住宅統計調

査を用いて、いつ頃建てられた住宅がどの

くらい存在することになるのかを予測しま

した。 

現状の耕地面積を耕作することを想定し

ました。 
産業構造シミュレーターから農業従事者

を予測しました。 

ギャップ 

ギャップ 

財政収入と支出については、就業者人口などに比例させて変化させる項目と、固定的に取り扱う項目に

わけて、予想しました。 

ギャップ 

人口予測 
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Ⅲ 未来予想 

１ 人口・年齢構成 

（１） 人口・年齢構成 
 

 

 

（単位：人・％）  
南伊豆町 静岡県 全 国(万人) 

  2015 年 2040 年 2040／2015 2015 年 2040 年 2040／2015 2015 年 2040 年 2040／2015 

総人口 8,524 5,879 69.0% 3,700,305 3,035,359 82.0% 12,709 11,092 87.3% 

年少人口 
（0～14 歳）比 9.7% 8.6% 61.2% 12.9% 10.5% 66.5% 12.5% 10.8% 75.4% 

生産年齢人口 
（15～64 歳）比 46.4% 42.3% 62.8% 58.8% 52.5% 73.3% 60.0% 53.9% 78.4% 

65 歳以上 
人口比 43.9% 49.2% 77.2% 27.6% 37.0% 110.0% 26.3% 35.3% 117.0% 

75 歳以上 
人口比 22.0% 31.2% 97.7% 13.3% 21.6% 133.0% 12.7% 20.2% 138.9% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

総人口予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 全国 

69.0% 82.0% 87.3% 

 南伊豆町の人口はかなり減少していきます。 

 高齢化率が約 50％に達します。高齢者を支える人の割合

が逆転していきます。 

約３割減少推定 

0 200 400 600

2015年女

0200400600

0ʷ4歳
5ʷ9歳
10ʷ14歳
15ʷ19歳
20ʷ24歳
25ʷ29歳
30ʷ34歳
35ʷ39歳
40ʷ44歳
45ʷ49歳
50ʷ54歳
55ʷ59歳
60ʷ64歳
65ʷ69歳
70ʷ74歳
75ʷ79歳
80ʷ84歳
85ʷ89歳
90歳以上

2015年男

0 200 400 600

2040年女

0200400600

0ʷ4歳
5ʷ9歳
10ʷ14歳
15ʷ19歳
20ʷ24歳
25ʷ29歳
30ʷ34歳
35ʷ39歳
40ʷ44歳
45ʷ49歳
50ʷ54歳
55ʷ59歳
60ʷ64歳
65ʷ69歳
70ʷ74歳
75ʷ79歳
80ʷ84歳
85ʷ89歳
90歳以上

2040年男

増加 

減少 

減少 

年小人口（0～14 歳）と生産年齢人口（15～64 歳）が 

約４割減少しているのに対して、75 歳以上人口はほぼ横

倍、また、90 歳以上の年代の方は約２倍に増加してます。 
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（２） 県内市町との比較（年齢３区分別割合） 
年齢３区分の比率でみると、「15 歳未満」・「15～64 歳」は県より割合が低く、65 歳以上は県よ

り割合が高くなっています。 
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46.4%
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２ 産業 

（１） 産業構造 
 

 

 

 

 

（単位：％）  
南伊豆町 静岡県 全 国 

  2015 年 2040 年 2015 年 2040 年 2015 年 2040 年 

就業者人口比率 37.2% 31.5% 50.4% 45.7% 46.4% 42.8% 

※2015 年：国勢調査、2040 年：年齢別就業者比率固定 

※就業者人口：当該自治体での就業者人口／当該自治体に居住する人口 
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90 
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133 

14 

133 

48 

116 

0 

75 

47 
0 

1 

3 

373 

2 

1 

12 

525 

37 

93 

162 

35 

17 

173 

1 

A1 農業

A2 林業

Ｂ 漁業

Ｃ 鉱業，採石業，砂利採取業

Ｄ 建設業

Ｅ 製造業

Ｆ 電気・ガス・熱供給・水道業

Ｇ 情報通信業

Ｈ 運輸業，郵便業

Ｉ 卸売業，小売業

Ｊ 金融業，保険業

Ｋ 不動産業，物品賃貸業

Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業

Ｍ 宿泊業，飲食サービス業

Ｎ 生活関連サービス業，娯楽業

Ｏ 教育，学習支援業

Ｐ 医療，福祉

Ｑ 複合サービス事業

Ｒ サービス業（他に分類されないもの）

Ｓ 公務（他に分類されるものを除く）

Ｔ 分類不能の産業

0 100 200 300 400 500 600 700

就業者人口

2015年 2040年

（単位：人）

ＰＯ

ＩＮＴ 就業者人口は 3,168 人 ⇒ 1,855 人と減少していき、 

就労者人口比率でも 31.5％とやや減少します。 

南伊豆町は、宿泊業、飲食

サービス業、医療、福祉、卸

売業、小売業、建設業、農業

で働く人が比較的多いで

す。 

 

355 297
466 

122

2,333 1,435

14 1

0%

20%

40%

60%

80%

100%

2015年 2040年

就業者人口（産業３部門分類）

第１次産業 第２次産業 第３次産業 分類不能の産業

（単位：人）

業種別でみると、建設業、

製造業、生活関連サービス

業・娯楽業、医療・福祉が大

きく減少する予測となって

います。 
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A1 農業
7.1%

A2 林業
2.6%

Ｂ 漁業
6.3%

Ｄ 建設業
4.0%

Ｅ 製造業
2.5%

Ｇ 情報通信業
0.1%

Ｈ 運輸業，郵便業
0.2%

Ｉ 卸売業，小売業
20.1%

Ｊ 金融業，保険業
0.1%

Ｋ 不動産業，物品賃貸業
0.1%

Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業
0.7%

Ｍ 宿泊業，飲食サービス業
28.3%

Ｎ 生活関連サービス

業，娯楽業
2.0%

Ｏ 教育，学習支援業
5.0%

Ｐ 医療，福祉
8.8%

Ｑ 複合サービス事業
1.9%

Ｒ サービス業（他に分類

されないもの）
0.9%

Ｓ 公務（他に分類されるものを除く）
9.3%

Ｔ 分類不能の産業
0.1%

産業構造（2040年）（単位：％）（単位：％）

A1 農業
7.1%

A2 林業
1.3%

Ｂ 漁業
2.8%

Ｄ 建設業
10.0%

Ｅ 製造業
4.7%

Ｆ 電気・ガス・

熱供給・水道業
0.2%

Ｇ 情報通信業
0.2%

Ｈ 運輸業，郵便業
1.1%

Ｉ 卸売業，小売業
12.3%

Ｊ 金融業，保険業
0.4%

Ｋ 不動産業，物品賃貸業
0.8%

Ｌ 学術研究，専門・技術サービス業
2.1%

Ｍ 宿泊業，飲食サービス業
19.1%

Ｎ 生活関連サービス業，

娯楽業
5.7%

Ｏ 教育，学習支援業
5.2%

Ｐ 医療，福祉
14.4%

Ｑ 複合サービス事業
2.8%

Ｒ サービス業（他に分

類されないもの）
5.2%

Ｓ 公務（他に分類されるものを除く）
4.2%

Ｔ 分類不能の産業
0.4%

産業構造（2015年）（単位：％）



7 

（２） 年齢別産業構造 
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 就業者人口は減少していき、さらに働く人の年齢層が高

くなっていきます。 
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産業３部門分類でみると 
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（単位：人）（単位：人）（単位：人）（単位：人）

減少 

第二次産業が 26.1％と最も減少し、

第三次産業 61.5％、第一次産業が

83.6％と減少します。 
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３ 主要産業の就業者人口 

（１） 就業者割合（県内市町との比較） 
第１次産業就業者の割合でみると、県内でも高い割合となっています。 
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13.85

13.20

13.05

10.08
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8.85

8.84

8.19

7.71

7.15

7.01

6.59

6.12

5.51

5.23

5.12

4.40

4.17

4.08

3.98

3.80

3.72

3.63

3.56

2.98

2.73

2.70

2.67

2.65

2.36

2.17

2.09

2.01

1.61

1.07

0.00 2.00 4.00 6.00 8.00 10.00 12.00 14.00 16.00

全 国

静岡県

１位 川根本町

２位 牧之原市

３位 河津町

４位 菊川市

５位 南伊豆町

６位 御前崎市

７位 森町

８位 東伊豆町

９位 伊豆市

１０位 松崎町

１１位 掛川市

１２位 島田市

１３位 伊豆の国市

１４位 下田市

１５位 西伊豆町

１６位 湖西市

１７位 袋井市

１８位 小山町

１９位 磐田市

２０位 浜松市

２１位 函南町

２２位 吉田町

２３位 藤枝市

２４位 富士宮市

２５位 焼津市

２６位 沼津市

２７位 静岡市

２８位 伊東市

２９位 御殿場市

３０位 三島市

３１位 裾野市

３２位 長泉町

３３位 富士市

３４位 熱海市

３５位 清水町

出典：2015年総務省統計局『国勢調査報告』

【第 1 次産業就業者割合】 

(％) 
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第２次産業就業者の割合でみると、県内でも低い割合となっています。 
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９位 牧之原市

１０位 御前崎市

１１位 森町

１２位 富士市

１３位 島田市

１４位 焼津市

１５位 長泉町

１６位 浜松市

１７位 藤枝市

１８位 川根本町

１９位 清水町

２０位 沼津市

２１位 御殿場市

２２位 函南町

２３位 三島市

２４位 静岡市

２５位 伊豆の国市

２６位 小山町

２７位 伊豆市

２８位 西伊豆町

２９位 松崎町

３０位 河津町

３１位 伊東市

３２位 下田市

３３位 南伊豆町

３４位 熱海市

３５位 東伊豆町

出典：2015年総務省統計局『国勢調査報告』

【第２次産業就業者割合】 

(％) 
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第３次産業就業者の割合でみると、県内でも高い割合となっています。 
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全 国

静岡県

１位 熱海市

２位 伊東市

３位 下田市

４位 東伊豆町

５位 南伊豆町

６位 西伊豆町

７位 松崎町

８位 河津町

９位 小山町

１０位 静岡市

１１位 三島市

１２位 伊豆市

１３位 御殿場市

１４位 函南町

１５位 伊豆の国市

１６位 清水町

１７位 沼津市

１８位 藤枝市

１９位 長泉町

２０位 浜松市

２１位 焼津市

２２位 富士市

２３位 裾野市

２４位 島田市

２５位 磐田市

２６位 富士宮市

２７位 袋井市

２８位 川根本町

２９位 掛川市

３０位 森町

３１位 御前崎市

３２位 吉田町

３３位 菊川市

３４位 牧之原市

３５位 湖西市

出典：2015年総務省統計局『国勢調査報告』

【第３次産業就業者割合】 

(％) 
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●就業者人口の増える産業 

公務人口（他に分類されるものを除く） 

 

 

 

●就業者人口の減る産業 

農業人口 
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農業人口（単位：人）

公務人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

130.2% 100.1% 

農業人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

58.9% 47.0% 

農業従事者が減少することで、一人当たりの

耕作面積が増加していきます。 

県と比較して、本町は大きく増加していきます。 
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建設業人口 

 

 

 

 

 

 

卸売業、小売業人口 
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建設業人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

23.6% 47.6% 

卸売業、小売業人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

95.6% 68.0% 

県と比較して大きく減少していきます。 

県と比較して、本町は 2030 年までは増加し、その後

減少に転じていきます。 
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医療・福祉 
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医療福祉人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

35.7% 102.8% 

教育学習支援業人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

56.6% 93.5% 

県では、今後の 65 歳以上人口の増加に伴い、増加しているが、
本町は 65 歳以上人口が減少していくこともあり、大きく減少して
いきます。 

県はほぼ横ばいであるが、本町は減少している。町外

において教育学習支援をうけることが想定されます。 
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製造業人口 

 

 

 

 

 

 

 

宿泊業、飲食サービス業人口 
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製造業人口予想
（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

31.4% 64.4% 

宿泊業、飲食サービス業人口
予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

86.7% 78.1% 

県と比較して、本町は大きく減少しています。雇用の

創出や町財政面においても影響が大きいといえます。 

本町の主要産業であるが、県と比較して、本町はやや

減少率が低くなっており、確実に減少していきます。 
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４ 保育・教育 

（１） 保育（幼稚園・保育園等） 

幼稚園・保育園在籍者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼稚園教員・児童福祉事業従事者数 
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幼稚園・保育園在籍者数 

予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

66.9% 68.1% 

 保育対象の子どもの数は、減少していきます。 

 保育関連事業従事者数は、減少していきます。 
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67.0％
減少 

48.8％
減少 

在籍者数は県とほぼ同

じような減少であるが、

従事者数も減少してい

る。従事者一人当たりの

在籍者数は県より多くな

っていきます。 
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幼稚園・児童福祉従事者一人当たり幼稚園・保育園在籍者数 

 

 

 

 

 

 
 

（２） 教育（小中学生） 

小学校児童数 
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（単位：人）

小学校児童数 

予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

58.4% 65.3% 

 保育関連事業従事者一人当たりの幼稚園・保育園在籍者

数が増加していきます。 

幼稚園や児童福祉従事者の

先生一人が世話する子どもの

数が 4.00 人から 5.41 人になり

ます。 

（※静岡県の 2015 年では、

4.06 人） 

5.41 人の子ども
の世話をします。 

 小学生児童数は、減少していきます。 
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58.4％
減少 

児童数は県より減少率

が高い。しかし教員一人

当たり児童者数は県より

少ないので、児童一人一

人への手厚い教育が期待

できます。 
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小学校教員数 

 

 

 

 
 

教員一人当たり小学校児童数 
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 小学校教員数は、減少していきます。 

 小学校教員一人当たりの小学校児童数は、増加した後、減

少し、増加します。 

小学校の先生一人が教え

る子どもの数が 10.28 人か

ら 10.60 人になります。 

（※2015 年の静岡県で

は、17.3 人・2010 年の全

国では 16.0 人） 

10.6 人の児童の
教育をします。 

55.6％
減少 
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中学校生徒数 

 

 

 

 
 

中学校教員数 
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小学校児童数 

予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

57.3% 65.1% 

 中学生児童数は、減少していきます。 

 中学校教員数は、減少していきます。 

57.1％
減少 

58.3％
減少 

生徒数は県より減少率

が高い。しかし小学校と

同様に、教員一人当たり

の生徒数が少ないので、

生徒と向き合う時間が多

くとれると思われます。 
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教員一人当たり中学校生徒数 
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 小学校教員一人当たりの小学校児童数は、2020 年に増加

してから、少しずつ減少していきます。 

中学校の先生 1 人が教え

る子どもの数が 8.83 人から

8.94 人になります。 

（※2015 年の静岡県で

は、14.9 人・2010 年の全国

では 13.9 人） 

8.94 人の児童の
教育をします。 



21 

５ 医療・介護 

患者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

病床当たり入院患者数 

 

 

 

 

 

 

  

入院患者数 

予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

70.2% 88.6% 

 入院患者、外来患者ともに緩やかに減少し、総患者数は

70.2％にまで減少していきます。 

 病床当たり入院患者数は、2020 年にやや増加し、緩やか

に減少していきます。 
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医師一人当たり患者数 

 

 

介護受給者数 

 

  

介護受給者数 

予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

130.7% 170.1% 

 医師一人当たり患者数は、増加し約２倍になります。 

 介護受給者数は、増加し横ばいとなっていきます。 
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※2015 年の静岡県では、

35.9 人・2010 年の全国で

は 31.3 人 
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医師一人当たりの患者

数が県と比較してかなり

多くなっており、医師の

負担が増大していると思

われる。広域的なシステ

ムの構築により住民の不

安を減少していく必要が

あります。 

1.31 
増加 

65 歳以上人口が横ばい

から減少に転じているこ

とから、介護サービスを

受ける人はやや減少にな

っている。 
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介護老人福祉施設定員当たり要介護 3 以上介護受給者数 

 

 

 

福祉介護事業者当たり介護受給者数 
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 介護老人福祉施設定員当たり要介護３以上介護受給者数

は、増加していき、施設の不足が予想されます。 

日常生活で介護が必要は

人（要介護３以上）が、介護

老人福祉施設定員の約 6.39

倍になります。 

1.46 倍 

 医療・福祉業従事者数が減少していることから、福祉介

護事業者当たり介護受給者数は、かなり増加していきま

す。全国と比較すると約４倍になります。 
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介護受給者数が、介福祉

介護事業者定員の約 10.76

倍になります。 

（※2015 年の静岡県で

は、2.3 人・2010 年の全国

では 2.7 人） 

65 歳以上人口が横ば

いから減少に転じている

が、75 歳以上人口はま

だ横ばいであり、要介護

認定３以上の重度の介護

者が増加していると思わ

れる。 

3.66 倍 
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認知症患者数 

 

 

 

  

認知症患者数 

予想（2015/2040） 

南伊豆町 静岡県 

135.7% 187.7% 

 認知症患者数は、増加していきます。 
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認知症患者数（単位：人）（単位：人）

1.36 倍 

65 歳以上人口が横ば

いから減少に転じている

が、75 歳以上人口はま

だ横ばいであることか

ら、認知症患者数はやや

減少している程度です。 
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６ 公有財産・道路・住宅 

公共財産（行政財産）・道路・住宅 
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（単位：万円／人）

2015 年 南伊豆町 静岡県 

公有財産（行政財産）建物床面積 4,0377m2 1,1813,040m2 

うち、本庁舎 2,993m2 45,8362m2 

うち、小学校 1,3084m2 2,872,930m2 

うち、中学校 8,888m2 1,955,526m2 

うち、高等学校 0m2 107,123m2 

公有財産（普通財産）建物床面積 41,819m2 12,104,968m2 

道路実延⾧ 300.6km 36,545.1km 

人口一人当たり道路実延⾧ 35.27km 9.88km 

人口一人当たり公有財産建物床面積 4.91m2 3.27m2 

人口一人当たり本庁舎建物床面積 0.35m2 0.12m2 

公有財産建物維持管理費概算 4.5 億円/年 1311.4 億円/年 

道路維持費用概算 5.0 億円/年 604.5 億円/年 

 南伊豆町は人口減少に伴い、一人当たりの維持管理費は 

増加していきます。 

※全国の一人当たりの 

公有財産建物面積 3.8 ㎡ 

※全国の一人当たりの 

道路延⾧ 9.5ｍ 

ちなみに、人口が減少すると、

一人当たりの公有財産や道路の維

持費負担が増えます。 

※30 年で大規模改修を行い、60 年で建て替えを行うものと考え、現存する公共施設の半分が今後大規模改修にかかり、半

分が建て替えにかかると仮定する。さらに、この費用は起債の償還年数が 30 年間であることに鑑み、30 年間に平準化さ

れるものとする。この仮定の下に、延床面積を半分に割った値をさらに 30 で割り、それぞれに大規模改修の原単位 25

万円／m2 と建て替えの原単位 40 万円／m2 を乗じて足し合わせたものを、年間の維持・更新費とする。 

※15 年で更新していくものと考え、道路面積を 15 で割った値に原単位（4700 円／m2）を乗じて年間の維持・更新費を算出

した。 
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７ 農地・農漁業 

農地  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南伊豆町 2015 年 

耕地面積 400ha 

耕作放棄地面積 244ha 

耕作放棄率 37.9% 

食糧自給率 14.81% 

食糧自給率ランク 1,357 位 

静岡県 

(2015 耕作放棄地率) 

36.9% 

※ランク：全国の市町村 1,741 箇所中順位 

 

 

 

 

 

 

  

 農業就業者人口の変化により、農業人口一人当たりの耕

地面積は、増加していきます。 

食料生産量は、 

米と野菜で約５割を占める 

1.78 

2.25 

2.55 
2.75 

2.90 3.02 

0.00 

0.50 

1.00 

1.50 

2.00 

2.50 

3.00 

3.50 

2015 2020 2025 2030 2035 2040

農業人口一人当たり耕地面積
（単位：ha/人）

2015 年： 

400ha／225 人＝1.78 
 

 

2040 年： 

400ha／133 人＝3.02 

米
11.6%

小麦
0.1%

かんしょ
3.1%

ばれいしょ
2.9%

野菜
39.7%

みかん
4.9%

その他果実
17.9%

魚介類(海藻真珠除く）
18.8%

海藻乾燥重量
0.9%

食料生産量（重量ベース）（単位：％）
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農漁業 

 

 

 

 

 

※2010 年（海面漁獲物・養殖は 2013 年） 

(出所）RESAS 

「農作物販売金額」「海面漁獲物等販売金額」 
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海面漁獲物等

海面養殖

0 5,000 10,000 15,000 20,000 25,000 30,000 35,000 40,000 45,000 50,000

農漁業販売額（単位：万円）

 農漁業販売額は、海面漁獲物等で約半数額を占めていま

す。 

稲作
2.0%

工芸農作物
2.1%

露地野菜
4.9%

施設野菜
11.6%

果樹類
2.2%

花き・花木
19.9%

その他の作物
0.1%

肉用牛
4.7%

分類不能の農作物
5.0%

海面漁獲物等
47.0%

海面養殖
0.4%

農漁業販売額（単位：％）
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８ 森林・林業 

森林・林業  

 

 

 

 

 

 

 

南伊豆町 2010 年 

当該市町村の林野面積 8,535ha 

国内の林野面積に占める比率 0.034% 

林野面積市町村ランク 819 位／1,743 団体 

 

  2015 年
（実績） 2020 年 2025 年 2030 年 2035 年 2040 年 

(2010 年) 林業人口予測 40 49 55 56 56 48 

(2010 年) 人工林維持管理必要労働量  168 177 188 191 195 

充足可能率  28.9% 31.2% 29.8% 29.2% 24.9% 

※人工林維持管理必要労働量：当該市町村に存在すると推計された 10 齢級（46 年）以上の人工林について年間 2％ずつ伐採し、

その後に植林することによって人工林面積を維持する場合に、伐採と維持管理に必要な労働量（人／年）を推計したもの。 
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林業人口予測と当該市町村の人工林面積を維持管

理するために必要となる林業人口

林業人口 人工林維持管理必要労働量

（単位：ha/人）

 林業人口はほぼ横ばいで多少の増加があるが、人口林維

持管理必要労働量も、増加していき、更に不足が増してい

きます。 

この差を 
どうするか? 
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９ 再生可能エネルギー・エネルギー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南伊豆町の再生可能エネルギーの供給量                    （単位：TJ=1012J） 

 
太陽光発電 風力発電 地熱発電 小水力発電 

バイオマス

発電 
太陽熱利用 地熱利用 

バイオマス

熱利用 

2014 年３月 2 606 0 0 0 5 84 0 

2015 年 3 月 11 556 0 0 0 5 69 0 

2016 年 3 月 32 548 0 0 0 5 69 0 

2017 年 3 月 38 561 0 0 0 5 68 0 

 

 

 

 再生可能エネルギー発電 再生可能エネルギー熱 再生可能エネルギー（合計） 

供給量 供給比 供給量 供給比 供給量 供給比 対前年対比 

2014 年３月 608 87.2％ 89 12.8％ 697 100.0％ - 

2015 年 3 月 567 88.4％ 74 11.6％ 641 100.0％ 92.0％ 

2016 年 3 月 580 88.7％ 74 11.3％ 654 100.0％ 102.1％ 

2017 年 3 月 599 89.2％ 73 10.8％ 671 100.0％ 102.7％ 

 

 

 地域エネルギー自給率 再エネ供給密度自給率 

（％） ランク （TJ/km2） ランク 

2014 年３月 105.29% 61 6.30 92 

2015 年 3 月 102.27% 64 5.79 268 

2016 年 3 月 104.95% 70 1.08 409 

2017 年 3 月 108.39% 75 0.04 257 

※（地域エネルギー自給率）＝（再エネ供給量）／（民生＋農林水産業用エネルギー需要） 

※（再エネ供給密度）=（再エネ供給量）／（面積） 

※ランク：全国の市町村 1,741 箇所中順位 

※エネルギー単位：TJ：テラジュール 

 

 

 南伊豆町の地域エネルギー需要量は 620ＴＪとなり、 

地域エネルギー支出額は 11.7 億円になります。 

地域エネルギー自給率は約 108.39％なので、市外に供給

するなど策もあります。 

南伊豆町の地域エネルギー
自給率は、108.39％です。 

南伊豆町の太陽光発電は、
約 19 倍に増加しました。 

再生可能エネルギー発電 再生可能エネルギー熱 
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太陽光発電

風力発電

地熱発電

小水力発電（1万kW以下）

バイオマス発電

太陽熱利用

地熱利用

バイオマス熱利用
（単位：％）

87%

1%

12%

2015年３月末の生活可能エネルギー設備

の推計供給量(TJ）

（単位：％）

6%

83%

1%

10%

2017年3月末の再生可能エネルギー設備の

推計供給量（TJ）

（単位：％）

南伊豆町の再生可能エネルギーのほとんどを
風力発電が占めます。 
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10 財政 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※全国または当該都道府県内の各市町村の財政データ予測を集計したものになります。国または都道府県財政の予測ではありま

せん。 
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歳出 歳入

（単位：億円）

 歳出と歳入のどちらも減少していきます。 

また、歳出が歳入を 2025 年には上回り、2040 年には歳入

は歳出に対して 87.8％になってしまいます。 

この差を 
どうするか? 
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Ⅳ 住民意識調査結果 

１ 調査概要 

項 目 内 容 

調査対象 12 歳以上の住民 

配 布 数 2,000 人 

抽 出 法 無作為抽出 

調査方法 郵送法（郵送による配布・回収） 

調査時期 平成 31 年１月 

調査地域 町内全域 

 

配 布 数 2,000 

全 回 収 数 1,116 

有効回収数 1,113 

有効回収率 55.6％ 
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２ まちの各環境に関する満足度 

【上位・下位 10 項目】 

 満 足 度 高 い 満 足 度 低 い 

第１位 5-⑨水の安定供給 49.6％ 
5-⑭  公 共 交 通の 充 実 （ バ ス運 行 な ど） 

50.2％ 

第２位 
1-①健康づくりの推進（健康診査、健康相談な

ど） 42.2％ 

1-②  地 域 医 療の 充 実 （ 休 日医 療 な ど） 

50.0％ 

第３位 5-⑯消防・救急体制の充実 31.7％ 
3-⑤ 商業の振興（商店街の魅力向上、経営改

善など） 49.7％ 

第４位 
5-⑥ごみの減量化・資源化（収集・処理、再利

用など） 31.6％ 

3-⑦ 勤労者の働く環境づくり（勤労者福祉、

就業支援など） 44.8％ 

第５位 5-⑩下水道の整備 30.8％ 
5-⑮ 災害に強いまちづくり（風水害、地震、

土砂災害、津波、火災など） 37.1％ 

第６位 
5-①自然環境（大気・水環境、動物・植物など）

の保全 29.7％ 

3-⑥ 町独自ブランドの創出（特産品など） 

36.6％ 

第７位 2-①町にある観光資源の魅力 28.3％ 
5-⑬ 機能的な道路体系（国道、県道、町道な

ど）の充実 36.5％ 

第８位 
1-④高齢者福祉の充実（介護サービス、地域ケ

ア体制など） 27.9％ 

2-② 観光振興（観光資源の活用、PR など） 

36.4％ 

第９位 
5-⑰地域安全のまちづくり（防犯、パトロール、

交通安全など） 27.7％ 
3-④ 工業の振興（企業誘致など） 34.9％ 

第 10 位 6-②情報提供の充実（広報・広聴など） 27.4％ 
3-① 農業の振興（担え手の育成、生産性の向

上など） 32.0％ 
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３ まちの各環境に関する重要度 

【上位 10 項目】 

重 要 度 高 い 

第１位 1-② 地域医療の充実（休日医療など） 81.6％ 

第２位 5-⑮ 災害に強いまちづくり（風水害、地震、土砂災害、津波、火災など） 78.3％ 

第３位 5-② 美しい景観（街並み、自然・農地の風景など）づくり 76.8％ 

第４位 5-⑯ 消防・救急体制の充実 76.7％ 

第５位 2-② 観光振興（観光資源の活用、PR など） 76.3％ 

第６位 1-④ 高齢者福祉の充実（介護サービス、地域ケア体制など） 75.6％ 

第７位 2-① 町にある観光資源の魅力 75.4％ 

第８位 1-① 健康づくりの推進（健康診査、健康相談など） 74.6％ 

第９位 5-⑨ 水の安定供給 74.5％ 

第 10 位 5-① 自然環境（大気・水環境、動物・植物など）の保全 74.1％ 
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４ まちの各環境に関する優先度 

【上位 10 項目】 （単位：評価点） 

 優 先 度 評価点 

第１位 １-②地域医療の充実 18.63 

第２位 ５-⑮災害に強いまちづくり 13.79 

第３位 ３-⑦勤労者の働く環境づくり 13.15 

第４位 ５-⑭公共交通の充実 12.03 

第５位 ３-⑤商業の振興 11.58 

第６位 ２-②観光振興 8.60 

第７位 ５-⑬機能的な道路体系の充実 7.54 

第８位 ３-⑥町独自ブランドの創出 7.24 

第９位 ５-②美しい景観づくり 6.14 

第 10 位 ３-①農業の振興 4.75 

 

 

【下位 10 項目】 （単位：評価点） 

 優 先 度 評価点 

第１位 ４-⑥男女共同参画社会づくり -10.12 

第２位 ４-⑤スポーツ・レクリエーションの振興 -7.71 

第３位 ５-⑱消費者対策の推進 -7.55 

第４位 ６-④広域行政の推進 -6.72 

第５位 ５-⑧住宅・宅地の整備 -6.71 

第６位 ６-②情報提供の充実 -6.64 

第７位 ６-①町民と行政の協働体制の確立 -6.50 

第８位 ５-⑩下水道の整備 -6.14 

第９位 ４-④生涯学習の推進 -5.74 

第 10 位 ５-⑨水の安定供給 -5.73 
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５ 南伊豆町の目指す姿について 

【今後どのようなまちづくりを目指すべきか】 

 

  

61.7%

54.1%

45.7%

43.8%

35.8%

29.6%

26.4%

24.1%

23.4%

21.5%

20.8%

19.8%

11.9%

7.9%

7.6%

6.7%

6.3%

2.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

病院など医療機関が充実したまち

安心して子どもを産み、子どもが元気に育つまち

環境にやさしく 海や山・川など美しい自然に守られているまち

高齢者や障害者にやさしく、福祉の充実したまち

犯罪がなく、災害に強い安全なまち

いろいろな仕事に就くことができるまち

観光が盛んなまち

買い物が便利なまち

高齢者や女性など だれもが活き活きと輝くまち

道路や上下水道など生活に必要な施設が整ったまち

町民と行政が協働でまちづくりをするまち

子どもがしっかり学べるまち

地域の伝統文化を守り継承するまち

人のために働く喜びをもてるまち

スポーツが盛んで みんなが元気に暮らせるまち

だれでもいつまでも学ぶことができるまち

町内・町外の人と交流できるまち

無回答

（ｎ＝1,113）
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６ 地域（町内会や地区など）で取り組む活動等について 

【地域が主体となって取り組むべき】 

順位 活動項目 割合 

第１位 ６．災害時の声かけなどの支援活動等 46.2％ 

第２位 ３．地域での祭りや親睦行事等 43.5％ 

第３位 ５．地域での美化活動、資源回収、清掃活動等 31.7％ 

第４位 10．地域の伝統・文化の継承 29.6％ 

第５位 ７．地域での見回り活動等 28.1％ 

第６位 11．バザー、特産品開発等 24.0％ 

第７位 １．高齢者のお世話や子育て支援等 19.6％ 

第８位 ２．健康づくり活動 15.7％ 

第９位 ４．文化・芸術、スポーツなど催しの運営等 12.3％ 

第 10 位 ８．放課後の体験学習・学童保育等 10.2％ 

第 11 位 ９．広報誌紙など地域情報誌の発行等 8.8％ 

 

【地域で取り組める可能性がある】 

順位 活動項目 割合 

第１位 ２．健康づくり活動 48.3％ 

第２位 ５．地域での美化活動、資源回収、清掃活動等 42.2％ 

第３位 ７．地域での見回り活動等 41.6％ 

第４位 11．バザー、特産品開発等 40.0％ 

第５位 １．高齢者のお世話や子育て支援等 37.6％ 

第６位 ６．災害時の声かけなどの支援活動等 35.5％ 

第７位 10．地域の伝統・文化の継承 30.5％ 

第８位 ３．地域での祭りや親睦行事等 29.6％ 

第９位 ８．放課後の体験学習・学童保育等 27.3％ 

第 10 位 ４．文化・芸術、スポーツなど催しの運営等 27.0％ 

第 11 位 ９．広報紙など地域情報誌の発行等 23.2％ 
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【地域で取り組むことが困難】 

順位 活動項目 割合 

第１位 ９．広報紙など地域情報誌の発行等 36.0％ 

第２位 ４．文化・芸術、スポーツなど催しの運営等 34.5％ 

第３位 ８．放課後の体験学習・学童保育等 29.2％ 

第４位 １．高齢者のお世話や子育て支援等 22.7％ 

第５位 11．バザー、特産品開発等 16.0％ 

第６位 10．地域の伝統・文化の継承 15.3％ 

第７位 ２．健康づくり活動 14.4％ 

第８位 ７．地域での見回り活動等 12.3％ 

第９位 ５．地域での美化活動、資源回収、清掃活動等 9.6％ 

第 10 位 ３．地域での祭りや親睦行事等 9.2％ 

第 11 位 ６．災害時の声かけなどの支援活動等 5.3％ 

 

【地域の活動をより活発にするために必要なことについて】 

  

52.9%

47.4%

41.4%

38.0%

33.7%

25.8%

19.0%

17.2%

1.9%

6.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

住民一人ひとりが地域への関心を高める

みんなが気軽に参加できる地域イベントの開催

近所の人とのつながりをつくる

若者や勤務者等の幅広い人たちへの呼びかけ

地域の課題を話し合える場

リーダー養成や組織づくりの勉強会

地域の活動情報を積極的に地域内外へＰＲ

イベントなどの企画段階から地域で取り組む

その他

無回答

（ｎ＝1,113）
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Ⅴ 出典 

未来カルテのデータをもとに作成しています。 

未来カルテは研究プロジェクト「オポッサム(OPoSSuM）」（研究代表者：千葉大学倉阪秀史）が開発

し、2017 年 10 月 30 日から、全市町村に対応したプログラムを一般公開されたものです。 

また、国立研究開発法人科学技術振興機構(JST)が推進する戦略的創造研究推進事業（社会技術研究開

発）「持続可能な多世代共創社会のデザイン」研究開発領域で採択された 3 カ年のプロジェクトです。 

 



 

 


